
慶応義塾大学で自衛隊をＰＲ

ガレッジリクルーター ( 大石２海尉 )（中央）

行
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
防
衛
大
学
校
研
究

部
候
補
生
学
校
に
お
け
る
学
生
生
活
や
そ
の

れ
た
学
生
か
ら
の
「
大
学
で
学
ん
で
い
る
電

て
知
り
た
い
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
自
衛

生
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

自
衛
官
の
獲
得
を
目
指
し
、
同
校
へ
の
Ｐ
Ｒ

ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
概
要
及
び

プ
に
つ
い
て
、
自
ら
の
体
験
談
を
交
え
な
が

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
舞
台
で
活
躍

防災スマイリングフェア（横浜市磯子区）に参加して

来賓として挨拶する上大岡募集案内所長 非常用糧食に興味を示す地域の方々

岡
村
西
部
連
合
自
治
会
主
催

浜
市
磯
子
区
）
に
お
い
て
、

平
原
１
陸
尉
）
は
、
３
月
１

来
賓
と
し
て
迎
え
、
防
災
意

防
署
員
の
指
導
に
よ
る
初
期

い
及
び
避
難
所
に
お
け
る
炊

れ
た
。

ビ
デ
オ
放
映
な
ど
で
紹
介
し

当
日
は
、
磯
子
副
区
長
及

は
、
災
害
派
遣
実
績
を
パ
ネ

２
８
年
３
月
１
３
日
（
日
）、
海
上

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
出
張
所
（
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

松
田
辰
雄　

１
等
海
佐
）
は
、
平
成

水
艦
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
第
２
潜
水
隊

こ
れ
は
、
援
護
協
力
企
業
と
予
備

自
衛
官
関
連
団
体
に
対
し
て
自
衛
隊

自
衛
隊
第
２
潜
水
隊
群
に
お
い
て
潜

広
報
活
動
を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
防
衛
基

盤
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

と
の
連
携
の
強
化
の
た
め
、
今
後
も

定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
部
隊
見
学
の

で
あ
る
。

神
奈
川
地
本
主
催
で
実
施
し
た
も
の

当
日
は
、
援
護
協
力
企
業
４
社
９

名
、
予
備
自
衛
官
関
連
６
団
体
８
名

の
参
加
を
得
て
、
海
上
自
衛
隊
第
２

潜
水
隊
群
を
訪
問
し
、
部
隊
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に

潜
水
艦
内
見
学
を
行
っ
た
。
参
加
者

神奈川地本潜水艦見学ツアー
自衛隊ブースに並ぶ人々

の
防
災
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
。

岡
村
公
園
管
理
事
務
所
及
び

大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長

３
日
（
日
）
岡
村
公
園
（
横

欲
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
消

消
火
、
救
出
資
機
材
の
取
扱

き
出
し
訓
練
な
ど
が
実
施
さ

自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
お
い
て

た
。
ま
た
、
非
常
用
糧
食
の

び
磯
子
消
防
署
予
防
課
長
を

ル
で
展
示
す
る
と
と
も
に
、

た
が
、
自
衛
隊
が
参
加
し
た

こ
と
に
よ
り
「
大
変
心
強
く
、

質
問
し
て
い
た
。
本
イ
ベ
ン

ト
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

被
災
地
に
お
け
る
隊
員
の
生

活
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て

親
を
深
め
、
来
場
者
は
有
事

に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
や

名
前
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど
で
懇

の説明に熱心に耳を傾ける慶大生

一
般
幹
部
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
説
明
を

長　

赤
塚
３
陸
佐
）
は
、
３
月
９
日
（
水
）、

本
説
明
会
に
は
、
ガ
レ
ッ
ジ
リ
ク
ル
ー
タ

科
の
大
石
２
海
尉
が
支
援
に
駆
け
つ
け
、
幹

ら
生
の
声
を
伝
え
た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
を
訪

子
機
器
等
の
研
究
を
活
か
せ
る
職
域
に
つ
い

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
返
答
に
、
学

横
浜
出
張
所
は
、「
今
後
も
優
秀
な
幹
部

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

「
慶
應
義
塾
生
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ

後
の
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

隊
が
保
有
す
る
装
備
品
に
も
電
子
機
器
類
は

構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

「
今
後
も
地
元
に
密
着
し
、
地

域
の
方
々
と
の
協
力
関
係
の

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、

身
近
に
自
衛
隊
さ
ん
が
い
る

こ
と
で
安
心
感
が
増
し
た
」

か
ら
は
、
厳
し
い
任
務
や
初
め
て
目

に
す
る
潜
水
艦
内
の
状
況
に
つ
い
て

質
問
が
飛
び
交
い
、
こ
れ
に
よ
り
、

自
衛
隊
の
実
情
等
に
つ
い
て
の
認
識

雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。

予
備
自
衛
官
の
採
用
に
対
す
る
理
解

や
、
退
職
自
衛
官
の
就
職
の
援
助
・

機
会
を
設
け
た
い
」
と
し
て
い
る
。

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

群
は
米
海
軍
横
須
賀
基
地
内
に
あ
り
、

併
せ
て
米
軍
基
地
内
を
見
学
し
た
。

参
加
者
は
、
米
軍
内
の
フ
ー
ド
コ

ー
ト
で
昼
食
を
摂
る
な
ど
、
海
外
の

や
予
備
自
衛
官
関
連
団
体
と
自
衛
隊

神
奈
川
地
本
は
「
援
護
協
力
企
業

「援護協力企業・予備自衛官関連団体との関係を強化」


